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令和５年度宮城県動物愛護推進協議会議事録 

 

１ 日  時：令和５年８月３１日（木） 午後２時から午後３時３０分まで 

 

２ 場  所：宮城県行政庁舎１２階１２０４会議室 

 

３ 出席構成員（敬称略） 

(公社)宮城県獣医師会 会長 渡邉 清博（協議会会長） 

 宮城大学 教授 森本 素子（協議会副会長） 

(公社)仙台市獣医師会 会長 小野 裕之 

東北ペット専門店組合 組合長代理 小野 恵（動物愛護推進員） 

アニマルピース 代表 菅原 とみえ 

バトンタッチ  代表代理 鈴木 健之 

利府町生活環境課 課長 千葉 友弥 

仙台市動物管理センター 所長 釜谷 大輔 

宮城県動物愛護センター 所長 小川 修平 

宮城県環境生活部食と暮らしの安全推進課 課長 吉岡 幸信 

       計１０名 

  事務局：宮城県環境生活部食と暮らしの安全推進課 

環境水道班 技術補佐（環境水道班長） 宮﨑 麻由 

環境水道班 技術主査 土井 敬一 

 

４ 要旨 

（1） 開会  

（2） 挨拶 （渡邉協議会会長） 

令和５年度動物愛護推進協議会の開催に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

本日は、お忙しい中にもかかわらず、本協議会に御参集いただきました構成員の皆様には 

心より感謝申し上げます。 

宮城県は、皆様の多大な協力をいただきながら、令和３年３月に改訂した宮城県動物愛 

護管理推進計画に基づき、人と動物が真に共生できる社会の構築を目指して各種施策に取

り組んでいるところでございます。本協議会では毎年みなさまから、本県の動物愛護管理

の推進計画と今後の施策に反映すべき事項について御検討いただくこととしております。 

お集まりいただきました皆様には、豊富な経験と専門的な視点から忌憚のない御意見を

いただければ幸いです。 

宮城県の動物愛護施策の推進に関しまして一層の御指導・御支援を賜りますようお願いし

まして、簡単ではございますが挨拶とさせていただきます。 

 

※ 宮城県動物愛護推進協議会設置要綱第5条第1項の規定に基づき、協議会渡邉会長が議長

に選出。 
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【配布物】 

資料１：次第・座席表 

資料２：令和５年度宮城県動物愛護推進協議会資料 

資料３：宮城県動物愛護管理推進計画の概要 

資料４：飼い主のわからない猫について 

資料５：宮城県動物愛護推進協議会設置要綱 

 

（3） 議題 

Ⅰ 宮城県動物愛護管理推進計画の達成状況について 

事務局より、宮城県動物愛護管理推進計画の概略を説明後に、以下のとおり計画の達成状

況について報告。 

1 宮城県内の犬及び猫の引取り数 

・ 犬及び猫の引取り数は年々減少しており、令和４年度の値は平成２５年度の値の

１８．７％まで減少。 

・ 数値目標の８００頭に対し、令和４年度は８２２頭で、達成率は９７．３％ 

2 犬及び猫の苦情件数 

(ア) 犬の苦情件数 

・ 全体として減少傾向だが、放浪犬等の捕獲依頼に係る苦情が依然多い。 

・ 数値目標の４５０件に対し、令和４年度は５９６件で、達成率は６２．８％ 

(イ) 猫の苦情件数 

・ 猫の引取りに関する相談が全体の７０．５％を占めている。 

・ 数値目標の９５０件に対し、令和４年度は１，６５４頭で、達成率は５７．４％ 

3 マイクロチップ登録数 

・ マイクロチップ登録頭数は数値目標の８５，０００件に対し令和４年度は累計 

６１，１１４件で、達成率は７１．９％ 

4 宮城県動物愛護推進員の数 

・ 数値目標が１００名に対し、令和４年度末時点で４８名。 

 

Ⅱ その他の動物愛護管理に係る事業の実施状況 

1 犬及び猫の引取り状況 

(ア) 犬及び猫の日齢 

・ 引取りした犬及び猫全体の６３．５％を９０日齢以下の子猫が占めている。 

(イ) 犬及び猫の引取り依頼者 

・ 引取りした犬及び猫全体の５５．５％を所有者不明猫が占めている。 

(ウ) 引取った犬又は猫の措置状況 

① 犬 

・ 返還・譲渡率は増加傾向で、令和４年度の返還・譲渡率は１００％。 

・ 殺処分等頭数は１２頭で、その全てが譲渡不適による殺処分及び収容中に死亡 

 した犬。 

② 猫 

・ R4の返還・譲渡率は６６％で、R3と比較し減少したものの、増加傾向にある。 

・ 殺処分となった猫の多くは収容中に死亡した子猫や譲渡適性のない猫。 
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・ 令和４年度から実施しているミルクボランティア事業により、収容中に死亡し

ていた子猫等を新たな飼い主への譲渡につなげることにより、更なる殺処分数

の削減に取り組む。 

2 宮城県内の犬の狂犬病予防法関係実績 

 令和４年度の県内の登録頭数は１０５，１０７頭で、狂犬病予防注射実施率は 

８２．１％ 

3 第一種動物取扱業の業種別登録状況 

・ 近年同レベルで推移。 

4 令和４年度動物取扱責任者研修実施状況 

・ 十分な新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、県内６会場で全９回実施。 

5 愛護事業実施状況 

（1） 宮城県動物愛護センターにおける愛護事業実施状況 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、規模を縮小し各種行事を実施し

た。 

・ 譲渡対象の犬及び猫を対象に、１４４件の不妊去勢手術を実施。 

（2） 保健所・支所における愛護事業実施状況 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら、動物愛護に係る普及啓発等

を実施。 

6 動物愛護推進員活動状況 

・ 令和５年７月時点で４８名。 

7 飼い主のいない猫の不妊去勢事業実績 

（1） （公社）宮城県獣医師会 

・ 去勢手術：３５４件、不妊手術：６４６件、計１，０００件 

（2） （公社）仙台市獣医師会 

・ 去勢手術：２８９件、不妊手術：４２３件、計７１２件 

8 令和６年度以降の宮城県実施予定の施策 

・ 収容施設のある６公所でのミルクボランティア事業の実施等 

 

 

Ⅲ 情報提供事項について 

1 県からの情報提供 

（1） ミルクボランティア事業について 

 ふるさと納税 ミルクボランティア 

ボランティア登録数 協力動物病院 一時飼養数 

R3 87件、1,507千円 － － － 

R4 471件、11,525千円 ３ ８ １８ 

R5.7月時点 106件、2,210千円 １０ ２２ ４１ 

 

（2） 所有者の判明しない猫等の取扱いに係る啓発資料について 

 令和４年度の協議会における構成員からの助言を参考に、「飼い主のわからない

猫について」の記載内容の修正をおこなったもの。 
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2 構成員からの情報提供 

     アニマルピース菅原代表から、犬猫の多頭飼育に係る条例の策定に関する要望があり、 

宮城県から回答したもの。 

 現状の制度でも多頭飼育の早期発見が可能であり、様々な手段を活用することによ

り多頭飼育崩壊等を未然に防止することが可能と判断しているので御理解いただき

たい。 

 多頭飼育している飼い主は生活困窮者のケースも多く、引取り手数料（成猫： 

２，０００円／頭）を支払うことが出来ず、多頭飼育の猫を行政が引き取ることが

出来ないという問題があった。現在は、引取手数料を徴収しないという選択肢もあ

り、行政側から飼い主に説諭し、状況に応じて積極的に多頭飼育の猫を引き取るこ

ともしている。協議会資料８ページで令和４年度に飼い主からの引取りが増加して

いるのも、多頭飼育事案の猫を引き取っているからである。 

 

(4) 閉会（森本副会長） 

  本日はどうもありがとうございました。この協議会に参加すると色々な情報を得ることができ、

参考になってありがたいと思います。高齢者がペットの世話や動物病院への通院が困難になって

いる現状について、学生が現在卒論のテーマに取り上げて調査しており、包括センターに在籍す

るヘルパーからもペットを飼養している高齢者の現状について、話を伺っているところです。本

日議論した内容はどれも重要と考えますので、これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

 

〇質疑応答 

該当頁 意見・質問 回答 

１５ 譲渡会の進め方につい

て。県動物愛護センター

ではこれまでに２度日曜

日に譲渡会を開催してい

るが、家族で来場しやす

い日曜日の開催頻度を多

くしてほしい。（アニマ

ルピース菅原代表） 

 

（動物愛護センター小川所長） 

・ 平日は随時譲渡を実施しているが、平日に来所が出来

ない方もいることから今まで２回日曜日に開催した

もので、次回は１０月に譲渡会を開催予定。 

・ 開催頻度については未定であるが、閉庁日の定期開催

については検討としたい。 

（仙台市動物管理センター釜谷所長） 

・ 平日：随時譲渡を実施 

・ 毎週金曜日の午前中：譲渡会を開催。 

・ 土曜日（６月から１２月頃）：毎月１回譲渡会を開催 

 

１５ 毎年７月から９月は譲渡

が進まないのが現状であ

る。その期間だけでも、

行政で多く収容し、飼養

管理をしてほしい。（ア

ニマルピース菅原代表） 

（渡邉議長） 

・ 施設の規模や職員の制限があるため、簡単には約束で

きる内容ではないと考える。 

１５ 新型コロナウイルス感染

症が感染症法上の５類に

（動物愛護センター小川所長） 

・ 令和２年度及び３年度は新型コロナの影響で各種行
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移行したことに伴い、今

後の愛護事業の方向性に

ついてどのように考えて

いるか。（渡邉議長） 

事を中止とせざるを得ず、令和４年度は規模を縮小し

て実施した。 

・ 令和５年度第１四半期のふれあい広場の利用者は３

５９人で令和４年度同時期と比較すると１２５人増

加となった。 

・ 各種広報を実施し、動物にふれあうという機会を周知

していきたい。 

 

 

１６ 動物愛護センターでの不

妊去勢手術の技術の継承

方法について（渡邉議長） 

・ 県職員のうち、臨床経験者の獣医師もおり、臨床経験

者が動物愛護センターへ配置されるよう考慮されて

いる。動物愛護センターの担当に限らず、保健所の獣

疫衛生担当職員が、動物愛護センターにおいて、不妊

去勢手術を実施する体制もあり、積極的に技術の継承

をおこなっているところである。 

 

 

 

１６ 不妊去勢手術の時期につ

いて。早期不妊手術を起

因とした泌尿器系疾病が

疑われる。早期不妊手術

は好ましくないと考え

る。（アニマルピース菅

原代表） 

（仙台市獣医師会小野会長） 

・ 仙台市の譲渡促進事業では早期不妊を推進しており、

生後２か月齢以降から手術を実施している。 

・ 泌尿器系疾患と早期不妊手術の因果関係については

懐疑的 

（動物愛護センター小川所長） 

・ 早期の手術は行っていない。 

（仙台市動物管理センター釜谷所長） 

・ 仙台市動物管理センターで収容されている譲渡対象

動物の不妊去勢手術は全て仙台市獣医会に委託して

いる。 

・ 原則、不妊去勢手術を実施し、マイクロチップを装着

した状態で譲渡している。 

 

 

 

１６ 仙台市獣医師会における

今年度の不妊去勢事業の

実績はいかがか。（渡邉

議長） 

（仙台市獣医師会小野会長） 

・ ８月まで約３００頭実施しており、例年並みと考え

る。 

 

 

 

１６ 飼い主のいない猫の不妊

（避妊）去勢手術の事業

（事務局） 

・ 仙台市を除く県内に生息する猫対して、県獣医師会事
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を活用する場合、捕獲の

必要があるが、その場合

の相談窓口はどこか。（森

本副会長） 

業を活用するための捕獲であれば、各保健所（支所）

で捕獲器の貸出しを行っているので、最寄りの保健所

に相談していただきたい。 

 

（仙台市動物管理センター釜谷所長） 

・ 仙台市内の場合、動物管理センターで捕獲器の貸出し

をしているので、まずは相談していただきたい。 

１６ 保健所では捕獲器の貸出

しはしているが、捕獲の

業務まではしていないと

いう認識であるが、その

ような認識で良いか。（ア

ニマルピース菅原代表） 

 

（事務局） 

・ 捕獲器の貸出しはしているが、保健所職員が依頼のあ

った現場に行き捕獲するということはしていない。捕

獲方法に係る知識はあるので、お困りのことがあれば

まずは最寄りの保健所に相談していただきたい。 

（渡邉議長） 

・ 簡単には捕獲できずに、捕獲までに数か月の期間を要

するケースもある。 

 

１６ アニマルピースに寄せら

れた相談者からの話によ

ると、相談者が「仙台市

に子猫を捕獲したい」旨

相談したところ、「その

ままにしておくよう、セ

ンターに連れてくると殺

処分になる」旨説明があ

ったと聞いているが、こ

の件についてはいかが

か。かつて殺処分ゼロを

公言していた一方でこの

ような対応はいかがなも

のか。（アニマルピース

菅原代表） 

（仙台市動物管理センター釜谷所長） 

・ 自活している子猫については、近くに親猫がいる場合

があり、子猫を引き取ることで、その親猫から引き離

しかねず、様子をみるように助言するケースはあると

考える。「放置する」旨のお話をしたものではない。 

・ 負傷や衰弱している幼齢個体については、譲渡が難し

いケースも多く、殺処分もありえると、保護した方に

はその旨を御説明し御理解いただいてから、引き取っ

ている。 

・ 仙台市は殺処分ゼロの明言はしていないが、殺処分ゼ

ロを目指し、飼い主に対して終生飼養や新しい飼い主

を探す等の必要な助言や指導をしている。 

 

１６ 田代島の猫に関する相談

の窓口は。（森本副会長） 

（事務局） 

・ 石巻保健所が動物に関する相談の窓口である。 

２０ 啓発資料や協議会の資料

について、一般の方が閲

覧する方法はあるか。ど

こに掲載しているか分か

りにくい。（アニマルピ

ース菅原代表） 

（事務局） 

・ 各種啓発資料については、県食と暮らしの安全推進課

のホームページに掲載している。 

・ 協議会の資料については、本協議会は公開の会議とな

っており、当課のホームページに議事録を含め記載す

ることになっているので、確認していただきたい。 

・ 必要な情報を検索・閲覧しやすいようにホームページ

の見直しを検討したい。 
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２０ 仙台市のふるさと納税の

活用状況はいかがか。（ア

ニマルピース菅原代表） 

（仙台市動物管理センター釜谷所長） 

・ 令和元年から現在までにふるさと納税として約７９

０万円の寄附をいただいている。使途としては、飼い

主のいない猫避妊去勢事業の補助金やセンターでの

治療費や譲渡対象猫の不妊去勢手術に係る委託費に

充当させていただいている。 

（渡邉議長） 

・ ふるさと納税は動物愛護以外にも様々な項目がある

ので、納税者が動物愛護に寄附したくなるような見せ

方も重要と考える。 

２０ 仙南保健所では暖房設備

がない。冷暖房は完備す

べき。（アニマルピース

菅原代表） 

（事務局） 

・ 冷暖房設備の有無については確認したい。 

・ 今年は特に気温が高く、各公所で暑さ対策をしている

状況である。 

２１～

２６ 

６０頭多頭飼育している

方がいて、アニマルピー

スが直接指導してほしい

旨保健所から相談があっ

た。住民への指導は行政

の仕事と考える。（アニ

マルピース菅原代表） 

・ そのような事実は現時点で把握していないが、団体の

方々に対応を丸投げしていると誤解されないよう、担

当者会議等で周知したい。 

２１～

２６ 

多頭飼育事案の対応につ

いて、仙台市の意見は。

（渡邉議長） 

（仙台市動物管理センター釜谷所長） 

・ 高齢者や生活困窮者の飼養するペットに対し不妊去勢

手術を施していないことにより頭数が増えてしまうケ

ースが散見される。高齢者や生活困窮者の中には届出

をすること自体が困難で届出をしていないところで問

題が生じている可能性もあり、届出制度が全てとは言

い切れない。 

・ １０頭未満の飼育でも生活に困っている方はいるた

め、頭数に限らず、福祉部との連携が重要と考える。 

 

 

以上 


